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ト
や
飲
食
店
の
紹
介
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
の
告
知
、も
の
づ
く
り
の

紹
介
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
市
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
る
よ
。そ
れ
か

ら
、市
で
活
躍
す
る
人
や
団
体
な

ど
を
ゲ
ス
ト
に
呼
ん
だ
り
ロ
ケ

を
交
え
な
が
ら
、市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
お
も

し
ろ
楽
し
く
放
送
し
て
い
る
ん

だ
。

　

み
ん
な
も
木
曜
日
の
昼
の
時

間
は
、オ
オ
サ
キ
ユ
ノ
ラ
ジ
を
聞

い
て
、大
崎
の
魅
力
を
共
有
し
て

い
こ
う
よ
。身
近
な
人
が
出
演
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
よ
。

 防災安全課 消防担当・交通防犯

担当  23-5144

 特集 大崎市流地域包括ケアシステム

みんなでつくる 支え合う

 わがまち企業訪問 
vol.10 株式会社 緒方製作所

 夏をさらにアツくする！

おおさきの夏まつり

 市政トピックス　8月の主な出来事

 地域発！お・ら・ほ・の・ま・ち

 オオサキプレイガイド

 今月のお知らせ

任期付市職員を募集します  ほか

 子育て支援情報

 育児相談・乳幼児健診

 休日当番医　ほか

 9月号の主な内容

 火災発生件数
(7月末日現在・右欄は前年比 )

建物火災 15 件 ＋ 2

林野火災 1 件 ＋ 1

車両火災 3 件 ー 1

その他火災 4 件 ー 1

合計 23 件 ＋ 1

 交通死亡事故件数
(8月15日現在・右欄は前年比 )

発生件数 2 件 ー 1

死亡者数 2 人 ー 1

 空間放射線量の測定結果
（単位 : マイクロシーベルト /h）

8月20日測定
地表面
から1m

地表面
から0.5m

市役所第2駐車場 0.05 0.05

松山総合支所 0.04 0.03

三本木総合支所 0.04 0.05

鹿島台総合支所 0.03 0.03

岩出山総合支所 0.04 0.04

鳴子総合支所 0.05 0.05

田尻総合支所 0.04 0.04

　

大
崎
市
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し

て
交
流
と
定
住
人
口
を
拡
大
す

る
た
め
に
、毎
週
木
曜
日
の
昼
の

12
時
か
ら
30
分
間
、市
の
情
報
発

信
番
組「
オ
オ
サ
キ
ユ
ノ
ラ
ジ
」

と
い
う
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組
を
放

送
し
て
い
る
よ
。

　

オ
オ
サ
キ
ユ
ノ
ラ
ジ
の「
ユ

ノ
」
は
、「
湯
」「
農
」
を
表
し
て
い

る
よ
。市
が
も
つ
観
光
資
源
や
温

泉
、環
境
、食
文
化
や
農
業
、そ
し

て
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
、世

界
農
業
遺
産
と
と
も
に
あ
る
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
る
ん
だ
。

　

番
組
で
は
、主
に
観
光
ス
ポ
ッ

のの

観光ひとくちメモ

 8月1日現在の大崎市の人口 （単位 : 人・世帯）

地域 男 前月比 女 前月比 計 前月比 世帯数

古川 38,122 ＋ 16 39,571 ＋ 22 77,693 ＋ 38 31,390

松山 2,935 － 04 3,086 － 07 6,021 － 11 2,190

三本木 3,928 － 04 3,969 － 02 7,897 － 06 2,698

鹿島台 5,785 ＋ 06 6,140 － 06 11,925    0 4,551

岩出山 5,271 － 08 5,524 － 17 10,795 － 25 4,174

鳴子温泉 2,902 － 06 3,204 － 03 6,106 － 09 2,735

田尻 5,388 － 10 5,544 ＋ 01 10,932 － 09 3,610

市全体 64,331 － 10 67,038 － 12 131,369 － 22 51,348

 市政情報課統計担当　23-5091

　

9
月
1
日
は「
二に

ひ
ゃ
く
と
お
か

百
十
日
」で
す
。

こ
の
時
期
は
、台
風
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
も
多
く
、農
家
の
み
な
ら
ず
市

民
に
と
っ
て
も
油
断
の
な
ら
な
い

厄
日
と
し
て
戒
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
地
方
に
は
有
史
以
来
、
台
風

や
水
害
と
闘
っ
て
き
た
苦
難
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。

　

度
重
な
る
惨
状
か
ら
国
は
明
治

29
年「
河
川
法
」を
制
定
し
、洪
水
か

ら
人
命
を
守
る
治
水
事
業
を
重
点

政
策
に
位
置
づ
け
、築
堤
や
掘
削
、

護
岸
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、昭
和
22
年
9
月
の
カ

ス
リ
ン
台
風
、昭
和
23
年
9
月
の

ア
イ
オ
ン
台
風
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
、「
北
上
特
定
地
域
総
合
開

発
計
画
」に
基
づ
き
、洪
水
調
整
を

図
る
た
め
の
ダ
ム
計
画
が
進
め
ら

れ
、江
合
川
上
流
に
は
昭
和
32
年

「
鳴
子
ダ
ム
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

完
成
以
降
大
き
な
水
害
の
発
生
は

な
く
、平
成
28
年
に「
選
奨
土
木
遺

産
」に
も
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、鳴
瀬
川
上
流
の
ダ
ム
計
画

は
二
転
、
三
転
し
て
計
画
ダ
ム
の

完
成
を
見
な
い
う
ち
に
、
昭
和
61

年
8
月
、吉
田
川
が
決
壊
し
た
8
・

5
豪
雨
災
害
や
、三
年
前
の
9
月

11
日
、関
東
・
東
北
豪
雨
で
バ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
タ
ー
に
よ
る
渋
井
川
の
破

堤
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
計

画
し
て
い
た「
筒
砂
子
ダ
ム
」が
完

成
し
て
い
れ
ば
鳴
瀬
川
本
流
の
洪

水
水
位
を
70
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
低

減
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

そ
の
筒
砂
子
ダ
ム
も
昨
年
度
か

ら
や
っ
と
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。早

期
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

　

「
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
」
豪
雨
が
今
後
頻
繁
に
起
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
豪
雨
対
策

の
不
断
の
努
力
が
必
要
と
考
え
、災

害
対
応
を
盤
石
な
も
の
と
し
、市
民

の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ダ
ム
を
は
じ
め
、
計
画
さ
れ
て

い
る
防
災
の
公
共
基
盤
事
業
の
早

期
完
成
と
、
避
難
情
報
な
ど
の
仕

組
み
づ
く
り
を
共
有
し
、
災
害
か

ら
身
を
守
る
す
べ
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

市
長
コ
ラ
ム人

天
地

二
百
十
日
に
思
う

 観光交流課 23-7097

毎週木曜のお昼は

「オオサキユノラジ」
エフエム仙台77.1MHz

その26

 今月の納税
納期限：10月1日
□ 軽自動車税 ―

□ 固定資産税・都市計画税 第3期

□ 市県民税 ―

□ 国民健康保険税 第5期

□ 介護保険料 第5期

□ 後期高齢者医療保険料 第3期

□ 個人事業税 ―

※市から送付する納付書や口座振替を

　利用している人の納期限です。

 納税課収納担当  23-5148

宝の都（くに）・おおさき 

未来予想図
～ずっとおおさき・いつかはおおさき～

vol.4　鳴子総合支所庁舎建設事業の概要

　合併から12年が経過した本市では、宝の都（くに）・おおさきの

実現に向けて、新たな事業が動き出しています。このコーナーで

は、市役所本庁舎・鳴子総合支所庁舎・田尻総合支所庁舎の建設

整備の進行状況や、中心市街地のまちづくり計画に関する事業

の進捗状況を発信します。

　 鳴子総合支所地域振興課  82-2191

　鳴子温泉地域では、老朽化した総合支所庁舎と公民館を合築し

て建て替える、鳴子総合支所等複合施設建設基本計画を策定し、

建設に向けた準備を進めています。

　計画の策定には、鳴子温泉地域の地域自治組織などで構成す

る住民検討会議で協議を重ねてきました。利用者にとって使い

やすくやさしい建物で、市民サービスと行政効率を向上させ、か

つ防災拠点としての機能を強化することを、計画の基本的な考

え方としています。

　新たな施設は、JR鳴子御殿湯駅の隣接地に建設することにな

り、主要道路および公共交通機関との接続も容易で、駐車スペー

スも十分に確保できる広さがあります。

　計画では、バリアフリー対応で利用者の利便性を図り、省エネ

ルギーなど、環境にも配慮し、鳴子らしさを表現するため、木の

ぬくもりと安らぎのある快適な空間づくりを目指しています。

　また、将来の鳴子温泉地域の発展に向けて人づくりの場とな

るように、手狭だった現在の公民館図書室を拡充して、市民がつ

どい、子どもたちが鳴子の魅力、豊かさを実感できる施設となる

よう、特徴づけています。

　今後は、平成30年度から平成31年度にかけて基本設計および

実施設計を行い、平成33年度の供用開始を目指します。

N位置図

● 市民だれもがわかりやすく利用しや

　すい庁舎

● 防災拠点として市民の安全・安心を確

　保した庁舎

● 大崎市産木材を活用し、地域の伝統工

　芸、文化を感じられる庁舎

● 環境に配慮した庁舎

新庁舎の機能

●

複合施設予定地

鳴子御殿湯駅

至 

鳴
子
温
泉
駅

至 川渡温泉駅

47

東鳴子公園

鳴子公民館

鳴子スポーツセンター
●

●

「平成30年7月豪雨」の災害義援金の

募金箱を設置しています

募金箱の設置期間

　平成30年12月31日まで

募金箱の設置場所

　市民課、各総合支所市民福祉課

　市では、7月に西日本を襲った豪雨で被災され

た皆さんの一日も早い復旧・復興を応援するため、

「姉妹都市 愛媛県宇和島市への義援金」と、「日本

赤十字社義援金」の2つの義援金募金箱を設置し

ています。

　皆さんのあたたかいご協力をお願いします。　

※広報おおさき9月号の表紙、8月に市内で行われた夏まつり
　の様子は、11ページに掲載しています。


